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《研究報告》

看護学生の血糖自己測定における演習効果の検討

一生活調整を見通した患者教育の視点、の観点からー

小野寺久美子1)新田純子1)村田千代1)

要旨本醍究の目的は.生活調整を見通した患者教育の視点の観点から，学生がどのような気づきが

あったかを明らかにし その気づきから血糖自己測定 (SMBG)経験型学官としての槙習の効果を検

ることである。対象は.A大学看護学蔀3年生59名であった。漬努後のレポ…トの記述内容を

的嬉納的に分析したやその結果.5MBGに対するイメージから 5MBGが生活や社会活動に及ぼす影

響について考えたことの主な気づきには， [生活調整における困難さへの気づき]， [自尊感慣の低下

への気づき]， [SMBGによって生じる不安，ストレスへの気づき]， [題囲の理解を得ることの困難

さへの気づき]があったれ患者への関わりの視点としては， [不安軽減のための心理的援助への気づき}

[SMBGの意義・操作技術に関する患者教育への気づき1. [患者の主体的な生活調整における援助へ

の気づき1. [自己管理に関する患者教育への気づき]ι関する内容が多かった。今後は崩囲の協力が

得られるような援助，痛みに悼う苦痛を最小限にするための操作技術に関する患者教青.5MBGに

関連する経済的負担を考慮した患者教青・支援に関する気づきへの動機づけを高めるような教育定法

の検討が必要である G
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I.~まじめに

国際糖尿病連合(InternationalDiabetes Federation) 

は 200ヲ年に苦界の糖尿菊治療向上のために血糖自己

灘定 (SelfMonitoring of Blood Glucose.以下5MBG

とする上妊娠，口控衛生の3つの新ガイドラインを

した。中でも，インスワン療法を受けていない 2

型糖尿病患者向けの5MBGガイドラインでは，職尿

癌自己管理教育を実施する際lこ5MBGも合めるべき

であること.5MBGによる自己管理は血糖コント口

ル改善に効果があること，費用対効果の高い回数・測

定ポイントで行うこと，患者の治嬢目的にあったゴ…

ルを目指すこと， 5MBGにより糖尿需の病態を理解

すること，患者の理解度に合わせて段階を追って教青

することなどが強調されている。現在の日本の健農保

険制度では.5MBGはインスワン療法を行っている

患者にのみ保険診療の適応となっている(日本糖尿萌

1 )弘前学説大学看護学部

連絡先:小野寺久美子 〒036-8231 弘前市乾町20-7

学会編， 2006) ことなどから，インスリン察法を行っ

ていない2聖糖尿高患者への5MBGは自己管理教育

に積極的に実施きれない頬向があった。しかしわが

国の糖裂病実態調査(車生労欝省健康局， 2004)では，

f糖尿靖が強く疑われる入Jと「糖尿病の可能性を

定できない人Jの割合が.年齢が高くなるにしたがっ

て年々増加していることからも，今後の糖尿痛自弓管

はインスワン{吏患者，非使足者に関わらず，

5MBGに関する教育を充実させ.構尿病合併症の発

-進展予防を目指すことが求められていると考えるむ

このような臨来の現状から，学生は臨床実習lこおい

て糖震構患者，あるいは糖堤病を合併している患者を

け持つ機会もあり， 5MBGを実施している患者の

指導に関わることも少なくな¥'-'0そのため.看護基礎

教育においても 5MBGを実施している患者への看護

に関する教育はさらに重要性を増すと考える。

看護基礎教育における 5MBGの技街演習に関する
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研究では，指導内容の知識を吟味したもの，体験によ

り手技に伴う恐'怖を学ぶこと 手技を通して患者の気

持ちを推し量り患者指導に何が必要であるかを考える

きっかけとなるといった演習の効果があることが報告

されている(識井弘 2007;平岡ら. 2008:;櫛薄ら，

2003) 患者指導場面の役割演技シミュレーションを

取り入れた演習に関する研究では，学生が患者の思い

や.指導する上での割難な点，患者が理解しやすい説

明方法を考える必要性などに気づくといった演習効果

があることが報告されている(河井.2003) しかし

生活調整を見通した患者教育への視点を与えることに

焦点をあてて漬習の効果を検討した報告は見当たらな

" '0 
そこで，今回，成人看護学領域の臨床実習前の3

生に対し，生活調整を見通した患者教育の視点を拡げ

ることをねらいとして，学生自身が5MBGを実施す

るという経験型学習を試みたg 経験型学習とは，直接

的経験をする機会を学生に自由に与え，その意味づけ

をする反省的経験までを含めた学習形態のことである

(藤岡ら. 2004)。藤岡ら (2002)は，人間と人間との

直接的なかかわりの経験としての学習の本質は

きJであり，教員は学生の認知・ -技能の全体に

働きかけ， らの経験を看護的かかわりとして

意味づけるのを支援する必要があると述べているO こ

のことから，本萌究では患者の立場で自らの経験を意

味づけするプロセスを年えるために，学生に主体的に

考える課題を号え，気ィゴきへの動機づけを行った。

本研究の目的は，生活調整を晃通した患者教育の視

点の観点から，学生がどのような気づきがあったかを

明らかにしその気づきから S昨日G経験型学習とし

ての演習の効果を検討することである合

n.研究方法

1 .対象

1 )対象者

対象者は，平成21年度A大学看護学部3年生63名の

うち，成人臨床看護論自の 5MBGの学内演習を

した59名であるむ

2 )講義とi実習の内容

演習前に糖尿病患者の看護に関する講義を90分(1 

コマ)行ったり講義内容は糖尿病の定義，病態，分類，

桂状，合併症，検査と診断会事。運動・薬物療法に

関する治壌の概要および生活調整への援艶，心理・社

会的問題と看護ケアの各項目についてであったむまた，

患者理解の過程を経験しその体験から看護按助の促

進につながる学びを得ることをねらいとして，「やる

気を引き出す鮪きかけ」をテー?に悪者役と看護師役

を経験する口一ルプレーを試みた。さらに，演習前に

は5MBG

っし

血糠コントロールの指標と評価に

を促したむ

演習は，アポットジャパン株式会社の簡易車糖淵定

(Precision Xceed)および，ディスポーザ、ブル事

刺器其を使用し行った。学生は成人看護学の教員が作

成した 5MBGのデモンストレ…ションの VTRの視

聴および講義のあとに 10グループ(1 グループ 5~

6名)に分かれ. J頼次. 5MBGを行ったむ演習にお

いては成人看護学の教員数名が巡回し指導を行ったっ

2.データ収集期間

平成22年 1 月 ~2 月

3.データ収集方法

対象者には研究の趣旨等について文書および口頭で

説明を行い，研究協力に同意が得られた

5MBGi寅曹実擁後の課題である rSMBGに対するイ

メージ. 5MBGが生活や社会活動に及ぼす影響につ

いて考えたこと. 5MBGが生活や社会活動に及ぼす

影響をふまえた患者への関わりについて考えたこと」

についての自由記載レポートからデータ収集を行っ

たむデータ収集は成人臨床看護論百(科目)のj成韻評

価が経了し結果を通知した後に行ったc

4.分析方法

自虫記載レポートに記述された内容を質的データと

した。 5MBGに対するイメージ. 5MBGが生活や社

会活動に及ぼす影響について考えたこと，生活や社会

活動に及ぼす影響をふまえたJ患者への関わりについて

考えたことについて記述された文章および単文を抽出

しlつの単位としてコード化したむこの際. 1文中で

記述内容の異なるものがある場合には分割し 1単位

とみなした。次にその意味内容の類似性に基づいて

名称をつけ，カテブリー化を仔った合分析内容の信頼

性・妥当性は，コード化，カテゴリー化の段階ごとに

研究者間の協議結果の一致をもって確保した。
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5.鵠理的配蝦

本研究は弘前学院大学檎理委員会の承認を得て

行ったの対象者には研究の趣旨，軍名性の保証，掛究

の目的以外には箆用しないこと，研究協力は任意であ

り拒否できること，研究の途中であっても研究協力の

撤回が可誌であること，研究協力の拒否や中途辞退は

成績に影響し会いこと，研究結果を公表する予定があ

ること，分析したデータは研究が終了した持点で裁断

ることを

られた場合には，

よび口頭で説明し

をしてもらったむ

rn.結果

対象学生59名中，本研究に同意が持られた学生は51

名であった口このうち.教科書を写して記載したと思

われる2名分のヂ…タを除外した49名 (83.0%)を対

象としたむ

また • i寅曹実詫後のレポートの記述内容から抽出さ

れたこ3…ドの総件数は411件であったむ室主件数411件の

うち，実施後の5MBGに対するイメージについての

コード数は153件であった。 5MBGが生活や社会活動

に及ぼす影響について考えたことのコード数は147件

であったの 5MBGが生活や社会活動に及認す影響を

ふまえた患者への関わりについて考えたことのコ…ド

数は111件であっ

以下それぞれの分析結果のカテゴリーを[ 1. 

サブカテゴリーを< >で示すc また. ( )の数値は

コード数全体からみ

十演習実擁後の5MBGに対するイメージ

i実習実施後に5MBGに対するイメージについて学

生が記載した内容は.痛くなかった，痛かった，欝単純

だ、ったなどの重接的な感じゃ，自己背理が難しい，や

らなくなりそうなどの全体的な感じであり，イメー

ジ，印象に関する内容が混在していた。大辞泉(松村，

1995)によると，イメージとは f心に思いi宇治、べる畿

や靖景。ある物事についていだく全体的な感じ。心像の

彰象む印象口また，心の中に思い描くこと」と定義さ

れているつ印象とは「人間の心に対象が与える

な!感じ。また，強く感じて忘れられないことjと定義

され，印象の類語として， イメージ，感じなどが含ま

れているのこのことから，本研究ではイメ…ジに印象

を含むものとしたの

j実習実施後のS詰BGに対するイメージの内容を分

析した結果，抽出された153件のコードは，おのサブ

カテゴリーと 9のカテゴワーに分類された(表1) 

また. 153件のコードは，身体的使襲に関する内容が

55件.5MBGの操詐技衡に関する内容が38件.5MBG 

の継続に関する内容が33件，心理的侵襲に関する内容

が26件.社会的観言語に関する内容が 1件であり，身体

的設襲.5MBGの設作技術.5MBGの継続，心期的

に関する内容が多かったむ

も件数が多かったカテゴリーは[身体的侵襲に関

する肯定的イメージ]38件 (24.8%)であった。これ

は穿刺に伴う痛みや針の太さ，一回の穿科で出車する

量に関する茸定的なイメージであり，く思っていたよ

りも痛くなかった><痛みは少なかった><痛くなかっ

た><事刺部位によって痛みが違う><患っていたより

も出皇が少なかった><患っていたよりも針が細かっ

た>のGつのサブカテゴワーで講成されたc

次に多かったカテゴリ…は [SMBGの操作技術に

関する肯定的イメ…ジ]35件 (22.8%)であった。こ

れは， 5MBGの操作手顕や方法，測定時間，

作に関する肯定的なイメージであり， <簡単だった><

測定時間が短かった><思ったよりも簡単だった><清

諜接作が大切で、ある>く知識と技術が必要である>の5

つのサブカテゴリ…で講或された口

3番目に多かったカテゴワーは [SMBGの継続に

障する否定的イメージ]27件 07.6%)であった。こ

れは5MBGを毎日経統して打うことの図難さや苦捕，

中断してLまうことへの危倶iこ関する百定的なイメ

ジであり.<SMBGを継続すること誌面倒である>く

やらなくなりそうである><忘れそうである><自己管

理が難しい>の 4つのサブカテゴリーで構成されたc

また. [;心理的侵襲に関する否定的イメージ]25

件 06.3%)，之<穿刺への不安，恐'掠ストレスが

ある><事刺は勇気が必要で、ある>などの4つのサブ

カテゴリーで構成されたc [身体的侵襲に関する否

定的イメ…ジ]17件(11.1%)は， <穿刺後しばらく

痛みが統く><患っていたよりも痛かった><穿刺し

た指に傷が残る>の3つのサブカテプワーで構成さ

れたむ [SMBGの継続に関する肯定的イメージ]6 件

(3.9%)は，く5MBGの実施によ均金生活を
、，
、ー

とができる>などの2つのサブカテゴリ…で構成され

た。 [S討BGの操f乍技備に関する否定的イメージ]3件

(l.9% )は，く血糖測 にトラブルがあると焦る>
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表 1 i寅習実施後の5MBGに対するイメージについてのカテゴリー コード数153件
カテゴリ一 件(%) I サブカテゴリ一 件

身体的侵襲に関する肯定的イメージ 38 (24.8) I思っていたよりも届くなかった 18 
11 
3 
3 
2 

5MBGの操作技衝に関する肯定的イメージ 35 (22.8) 

5MBGの継続に関する

3 

身体的授襲に関する否定的イメージ 17 (11.1) 

5MBGの継続に関する肯定的イメージ 告(3.9)

5MBGの操作技術に関する否定的イメージ 3 (1.9) 
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1 (0.6) 

などの3つのサブカテゴリーで講成された。[心理的

に関する否定的イメージ11件 (0.6%)は，

刺への恐怖はなかった>の lつのサブカテゴリーで構

成されたり{社会的制面に関する否定的イメージ11件

(0.6%)は， <毘りの日が気になる>の iつのサブカ

テゴワーで構成された。

2. SM8Gが生活や社会活動に及ぼす影響について

考えたこと

5MBGが生活や社会活動に及ぼす影響について考

えたことの内容を分析した結果，抽出された147件の

コードは， 42のサブカテゴリーと11のカテゴリーに分

された(表2)0また， 147件のコードは，心理的侵

襲に関する内容が741'牛，自己管理に関する内容が54

{主社会的影響に関する内容が49件であり.心理的長

に関する内 も多かった。心理的侵襲では，

{自尊感陪の低下への気づき1.[SMBGによって生じ
る不安，ストレスへの気づき]， [[ヨ己管理におけるス

トレスへの気づき1，[SMおGの物品等の持ち歩きへ

5 

l 

の気づき1，[SMBGに対する肯定的感情への気づき}
{病気の進展に対する不安への気づき}の6つのカテ

ゴリーからの74件であった5 自己管理では. [生活調

整における困難さへの気づき1. [血糖コントロールの

国難さへの気づき}の2つのカテゴワーからの54件で

あったっ社会的影響では， [自尊感慌の抵下への気づ、

き1. [}j母国の理解を得ることの層難さへの気づきl

[SMBGによる経済的負担への気づき1. [穿刺による

QOLの抵下への気づき}の4つのカテゴリーからの

49件であった。

も件数が多かったカテゴリーは{生活調整におけ

る困難さへの気づき}の44件 (2立9%)であったむこ

れは.家庭や仕事などの社会生活の中で5MBGを継

続させるために，民1糟測定のための時間や場所を確保

しなければならないこと，活動を中断しなければなら

ない状況が生じることに対する生活調整への難しさ

に関する気づきであり， <測定のための時間調整への

規制感><生活や仕事の中断への規制惑><生活の中で

の5MBGを継続することへの困難さ><定期的な測定
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看護学生の自糖自己測定における演習効製の検討

SMBGが生活や社会活動に及ぼす影響について考えたことのカテゴリ
カテゴ1)一 件(%) I サブカテゴリ一

生活環整における題難さへの気づき 44 (29.9) …ι 

自

き
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ストレスへの気づき

5MBGの物品等の持ち歩きへの気づき

SMBGに対する肯定的感堵への気づき
荊気の進壌に対する不安への気づき

ルの国難きへの気づき

けるストレスへの気づき

SMBGによる経済的負担への気づき
穿裂による QOLの抵下への気づき

周関の理解を得ることの函襲撃さ

5MBGによって生じる不安，

自尊惑情の低下への気づき

表2

血轄コントロ

自分，他人とは違うと感じることによる疎外感><穿軒

部{立の変化がボディイメ…ジに及ぼす否定的感情><

入に知られることへの危慎><人と違うことへの劣等

を確保する

さ>の6つのサブ

への規制感><生活の中で適切

笠><穿刺部を渚潔に維持する

カテゴリーで構成された合

拭 [SMBGによって

き}の21件(14.2%)

であった。これは.5MBGを毎日継続するために生

調整することへの困難さ，血糖{胞を矢にすること

ストレスに対する気づきであり，

された。どの7つのサブカテゴリ

3番目に多かったカテゴワ

生じる ストレスへの

などから生じる

次に多かったカテブリーは{自尊感情の低下への気

づき}の30件 (20.4%)であった合これは，周りの自

が気になり 5MBGを実施しにくくなることや，人とは

違うと感じること，穿科部設の皮膚の見た吾が悪くな

するなどの心理により自尊感備が抵下す

ることへの気づきであり，く関西へのヲlけ目><以前の

ること
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表3 生活や社会活動に及ぼす影響をふまえた患者への関わりについて考えたことのカテゴリー コード数111件

カテゴリー 件(%)

不安軽減のための心理的援助への気づき 29 (26.1) 

5MBGの意義・操作技術に関する患者教育へ 27(24.3) 

の気づき

患者の主体的な生活調整における援助への気 16(14.4) 
づき

自己管理に関する患者教育への気づき 15 (13.5) 

自己効力を局める関わりへの気づき 10 (9.0) 

周囲の協力を得る関わりへの気づき 9 (8.1) 

自己決定を尊重する関わりへの気づき 4 (3.6) 

定期受診を促す関わりへの気づき 1 (0.9) 

<毎日測定することへのストレス><人前で測定する

ことへのストレス><仕事を中断することへのストレ

ス><血糖値に対する過剰な不安>などの6つのサブ

カテゴリーで構成された。

また， [周囲の理解を得ることの困難さへの気づき1

14件 (9.5%) は， <周囲の病気に対する理解の必要

性><職場や学校の理解の低さ><家族に対する負担

感>などの6つのサブカテゴリーで構成された。【血糖

コントロールの困難さへの気づき]10件 (6.8%)は，

<血糖値による生活への規制感><生活リズムの不規則

による血糖コントロールの困難さ>などの4つのサブカ

テゴリーで構成された。{自己管理におけるストレスへ

の気づき]8件 (5.4%)は. <食事制限へのストレス>

などの 3つのサブカテゴリーで構成された。[SMBGの

物品等の持ち歩きへの気づき]5件 (3.4%)は.<物品

を持ち歩くのは大変である>などの3つのサブカテゴ

リーで構成された。[SMBGに対する肯定的感情への

気づき]5件 (3.4%)は. 1つのサブカテゴリーで構成

された。{病気の進展に対する不安への気づき](3.4%) 

は. <合併症出現に対する不安><高齢になるほど増加

する老後への不安>などの4つのサブカテゴリーで構

成された。[SMBGによる経済的負担への気づき]3件

(2.0%) は. 1つのサブカテゴリーで構成された。[穿

サプカァゴリー 件

患者の不安や悩みを聴いた上での建設的な関わり 18 

不安やストレスを軽減するための心理的援助 9 

5MBGを継続する苦痛の理解と支援 2 

5MBGの意義に関する知識の提供 16 

5MBGの穿刺・操作技術に関する知識の提供 9 

5MBGの物品の持ち歩きに関する知識の提供 2 

生活と測定時間や頻度を調整する方法を一緒に探る関わり 11 

測定場所を一緒に探る関わり 3 
ー.---ーー ・

測定する方法を一緒に探る関わり 2 

生活調整に関する知識の提供 8 
・ ・ ・ --------_.._------_._._.-. 

血糖コントロールに関する知識の提供 3 
司 ・・ ・・・

血糖値の意味に関する知識の提供 2 

合併症に関する知識の提供 I 
ー.---・ー.----.-・ .

低血糖症状，対処方法に関する知識の提供 l 

意欲を引き出す関わり 4 
ーー司・ ・ ー

患者同士の情報交換の場の提供 3 
ー・‘・・ ・ ・・ .---・ ・ー- ー----".-

成功体験の情報の提供 2 
・ー

治療行動の遂行における承認 I 

周囲への協力を促す関わり 5 
ー-・-------_._._._.._-----.-----ー・ーーー ・ー ー.----.---- ・ー-.--- 圃鼻

家族の参加を促す関わり 4 

主体的な目標の設定への援助 2 

自己決定の尊重
‘ー

自己参加の自覚への援助

定期受診を促す関わりへの気づき

刺による QOLの低下への気づき]2件(1.3%)は. 1 

つのサブカテゴリーで構成された。

3. SMSGが生活や社会活動に及ぼす影響をふまえ

た患者への関わりについて考えたこと

5MBGが生活や社会活動に及ぼす影響をふまえた

患者への関わりについて考えたことの内容を分析した

結果，抽出された111件のコードは. 24のサブカテゴ

リーと 8のカテゴリーに分類された(表3)。また，

111件のコードは， 自己管理に関する内容が46件，心

理的側面に関する内容が39件， 5MBGの操作技術に

関する内容が27件，社会的側面に関する内容が9件で

あり，自己管理，心理的側面. 5MBGの操作技術に

関する内容が多かった。自己管理に関する内容は.L患
者の主体的な生活調整における援助への気づき1. [自

己管理に関する患者教育への気づき}【自己効力を高

める関わりへの気づき1. [自己決定を尊重する関わり

への気づき1. [定期受診を促す関わりへの気づき]の

5つのカテゴリーからの46件であった。心理的側面に

関する内容は. [不安軽減のための心理的援助への気

づき1. 【自己効力を高める関わりへの気づき]の 2つ

のカテゴリーからの39件であった。5MBGの操作技

術に関する内容は， [SMBGの意義・操作技術に関す
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る思者教育への気づき)の27件であったc 社会的関聞

に関する内容は， [周囲の協力を得る関わり

き}の9f午で、あったっ

も件数が多かったカテゴワ-，ま:不安軽減のた

めの心理的援助への気づき]29拝 (26.1%) 

これは，生活や社会活動に及ぼす影響について考えた

患者の不安や悩み，困難さを軽減するための心理的援

助への気づきであり，く，患者の不安や悩みを聴いた上

での建設的な関わり><不安やストレスを軽減するた

めの心理的援助><SMBGを継続する苦痛の理解と

3つのサブカテゴリーで講或されたc

次に多かったカテゴリ…は [SMBGの意義・操作技

術に関する患者教育への気づき]27件 (24.3%)であっ

た心これは，SMBGの意義，SMBGの操作や事刺部位.

皮噂の状態の観察，血液汚染物や物品の持ち歩きなど

に関する患者教育への気づきであり.<SMBG 

に関する知議の提供>く5MBGの穿耗・操作技指に関

る知識の提供><SMBむの物品の持ち歩きに寵する

知識の提供>の 3つのサブカテゴリーで構成されたむ

3番目に多かったカテゴリーは l患者の主体的な生

ける按助への気づき]16件 (14.4%)であっ

これは.S間BGの溺定時間や測定回数，測定場

ける生語調整の嵐難さに対する援助への気づき

り， <生活と測定時期や頻震を謂整する方法を

緒に掠る関わり><測定場所を一諸に探る関わり><iRU

る方法を一緒に探る関わり>の 3つのサブカテゴ

リ…で構成されたG

また， [自己管理に関する患者教育へ気づき]15件

は， <生活調整に関する知識の提棋>く鹿糖

コントロールに関する知識の提供><血糖植の

る知識の提供>などの5つのサブカテゴリ…で構

成されたっ[自己効力を高める関わりへの気づき]10件

(9.0%) は， <意欲を引き出す関わり><患者同士の情

報交換の場の提供>く成功体験の清報の提供>などの

4つのサブカテゴワーで構或されたむ [J吉開の協力を

る関わりへの気づき]9件 (8.1%) ，えく題関への

協力を促す関わり><家族の参加を促す関わり>の2

0 のサブカテゴリーで構成された。[自己決定を

する関わりへの気づき]4件 (3.6%)は.く主体的な

日襟の設定への援助>などの 3つのサブカテゴリーで

されたo [定期受診を促す関わちへの気づき]1 f牛

(0.9%) は1つのサブカテゴリーで構或された。

JV.考

1. 5MBGの経験による学生の気づきと演習の効果

5MBGに対するイメージのコード数

S担BGの操詐技術.5MBGの継続，

に関する内容が多かった。 S話芸Gが主活

や社会活動に及ぼす影響について考えたことのコード

数は.心理的侵襲，自己管理社会的影響に関する

内容が多かった。 5MBGが生活や社会活動に及ぼす

影響をふまえた患者への関わりについて考えたことの

コード数は， 自己管理.心理的根'1面， 5MBGの操作

技需に関する内容が多かったや一方，社会的関面に関

する内容のコードは少なかった合これらの学生の気づ

きをふまえ，患者教育の視点の観点から，以下に

おける生活調整への媛助，患者教育における

心理的側面・社会的側面への援助.患者教育における

5MBGの操作技術への援助について考察する。

じ患者教育における生語調整への援助

5MBGに対するイメージの [S担BGの奪事:続に関

る否定的イメージ}は27件あ 1)， 中でも<SMBG

続することは面倒である>と考えた学生が27件中日件

と多かゆた。生活や社会活動に及ぼす影響では， [生

活議撃における国難さへの気づき}が44件であり，

<110定のための詩需調整への規制感><生活や仕事の

中軒への規軒惑><S話芸Gを続続することへの国

さ>が441'守中33件と多かった。患者への関わりでは，

[皆、者の主体的な生活調整における援助への気づき}

が16件あり. <生活と測定時間や頻度を調整する

を一緒に探る関わり>が16件中11件と多かった。{自

る患者教育への気づき}は15件であり，

<生活課撃に関する知識め捷棋>が15拝中8件と多

かったっこのことから，学生は手技を通して5MBG

継続性の困難さを学び.患者指導の場面を考える

となったと推測されるO 平岡ら (2008)も同様の

果を述べている c 学生は身体的苦痛を実体験し

京婦の拾嬢には5MBG

5MBGは

り，生活i調整が難しくなる

るが，菌数の多い

されて規制惑が強ま

なく，毎ヨ

の中で継続することへのストレスが高まるという

的苦痛における対象理解を深めたと考える O そして，

この対象理解が患者の生活調整における援助

した介入方法を考えることに繋がったと考えるつま

た，灘定回数について ルールがあるわけで、は
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なく，詰1糖管理を改善するために各組人に合わせて考

嘉すればよく，その結果を治嬢にうまく反執し長期に

良好な管理を保つことに主眼をおく(日本糖尿揖学会

編. 2006)とされている。このことからも. ?察官によ

る学生の[生活調整における困難さへの気づき}は.

自己管理に関する知識の提供だけで解決する問題では

なく，患者が自己管理をする上で困難となっている状

況を把握し患者の主体性を引き出しながら，生活実

態に合わせた淵定時間や測定回数，測定場所などの生

活調整を共に考え，長期に継続できる方法を探ろうと

する{患者の主体的な生活調整における援助への気づ

き]を深めることが訴唆された合

糖尿病患者への教育では患者自身にセルフマネジメ

ント龍力を身につけてもらうことが時標であか問題

解決，意思決定，自己効力の3つに関心を向けると良

いとされている(安酸.2004) 0 このことから，患者

への関わ句の{自己効力を高める関わりへの気づき}

{自己決定を尊重する関わりへの気づき}は，セルフ

マネジメント支援の視点を盛り込んだ患者教育が必要

であるという気づきを得た学生がいたことを示唆して

いると言える。これi点本演習前に「やる気を引き出

す働きかけjというロールプレーを実施したことが結

果に影響を与えたこと，生活や社会活動に及ぼす影響

について{自尊感情の抵下への気づき]. [SMBGに

よって生じる不安，スト Lスへの気づき]， [自己管理

におけるストレスへの気づきiなどの心理的侵襲にお

ける対象理解が深まったことが要因であると考えるC

2 )患者教育における心理的鵠面 e社会的側面への援

助

L心理的侵襲に関する否定的イメージ}はお件であ
り，中でも<寧刺への不安，恐怖，ストレスがある>

が18件と最も多かった。河合ら (2003).鍍井ら (2007)

の報告においても，体験した学生の感情として，穿刺

に対するく不安><恐怖〉といった内容が多数挙げら

れており，この結果は本研究での学生の感情と共通す

るものと考えるむ

5MBGに対するイメージの{身体的侵襲に関する

肯定的イメ…ジ}は38件であり. <思っていたよりも

痛くなかった><痛みは少なかった>と考えた学生が

38件中29件と多かったむこれは.5MBGの実施によ

り穿刺の癌みにおける身体飴龍襲が，実際にやってみ

ると痛みが少ないという有定的な思いへと変化した学

生が多かったことを示していると推察される。またー

方で， [身体的侵襲に関する否定的イメージ}は171<牛

であり. <穿刺後しばらく痛みが続く><思っていた

よりも痛かった>と考えた学生が17件中日持と多かっ

たむこれは逆に，穿剰の痛みが具体的にどのようなも

のであるかを体験し穿剰が苦癒を{辛うものであると

いう否定的な思いへと変イとした学生がいたことを掃し

ていると推察される。このことから.5MBGの演習

を通して，患者が体験する内容や癌みの理解を深める

ことは対象理解を促進することに繋がると考えるつ河

合ら (2003)，生島ら (2007) も同様の効果を述べて

いる O

生活や社会活動に及ぼす影響についての[自尊感

情の低下への気づき}は30件あり，中でもく局間へ

の引け目><以前の自分， 1m人とは違うと感じること

による諌外感>が30件中21件と多かったり [SMBGに

よって生じる不安，ストレスへの気づき}は21件あ

り，く毎日測定することへのストレス><人前で、測定

することへのストレス>がお件中山件と多かった。{間

関の理解を得ることの困難さへの気づき}は14件あ

旬. <周囲の鵡気に対する理解の必要性><職場や学

校の理解の低さ>が141'宇中9件と多かった。これは，

5MBGを実体験したことで周囲へのヲiけ目，韓外感

という直尊感情が低下してしまう気持ち， 5MBGを

毎日測定することや，人語で灘定することをストレス

に感じる気持ち，社会では5MBGに対する理解が得

られにくいという状況を患者の立場で想像した学生が

多かったことを示唆しているO

患者への関わちでは{不安軽減のための心理的援助

への気づき}がお件あり. <患者の不安や協みを聴い

た上での建設的な関わり〉が29件中18件と多かったむ

[f毒菌の理解を得る関わりへの気づき}は9件のみと

少なかった。織井ら (2007)は，体験を患者の立場に

費き換えて意味づける段階をふみ，気づきを輔かな介

入へと繋げる学習効果があったと述べている。今回の

結果においても，学生は自分を患者の立場に置き換え

たことで患者の悩みを傾聴・共感・受容をした上での

支持的な対応，解決方法を共に考えるなどの建設的な

関わりといった介入方法の考案へと繋げていた学生が

多く.これは演習の効果であると考える。さらに.[自

己効力を高める関わりへの気づき}も促進され，同じ

病気や悩みをもっ患者同士の情報交換や仲間づくりに

より精神的な支えをもたらすこと，病気とうまくっき

合っていく能力を養うことに視点をおいたd患者教育へ
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きを促すという演習効果があったものと考える

出患者教育における5MBGの操作技第への援助

S問BGに対するイメージの [SMBGの操作技術に

関する脅定的イメージ}誌35件であり，く簡単だっ

た><測定時爵が短かった><思ったよりも簡単だった

>と考えた学生がお件中30件と多かったむこれは，

生が患ったよりもと表現しているように 5MBGの

体験により 5MBGの操作技簡が，実際にやってみる

と難しくない，できる気がすると'-'，う認識へと変fとし

た学生が多かったことを示していると推察されるc ま

た. [SMBGの操詐技術に関する否定的イメージ}に

は. <血糖測 iニトラブルがあると焦、る><穿刺

の音が大きい>などが為江教科書やパンフレットに

されている一般的な内替では分からない実轄の体

験から感じる技第に関する具体的な内容の理解へ発展

していた学生もいたG 患者への関わりでは [SMBG

の意義・操作技箭に関する患者教育への気づ、き}が

27件であり. <SMBGの意義に関する知識の器供>.

「操作に時間がかからないことを伝えるJI少しでも負

担の少ない漉定方法・手 111真についての説明をするjと

いった内容令含むく5MBGの穿刺・接作技術に関する

知識の提供>が2714中25件と多かった。この気づきは，

5MBGを実際に体験し操作技術を具捧的に理解し

た上での指導内容，指導方法の課点を与えることがで

きるという演習の効果であったと考えるの

2. 5MBGを実施している糖尿病患者への看護に関

する教宵への示唆

本研究では患者への関わりについて{周囲の協力を得

る関わりへの気づき}は 9件のみと少なかったc これ

は，学生が演腎によ乃ー生活や社会活動に及ぼす影響

の{局関の理解を得ることの閑離さへの気づき}とい

う対象理解はできたが，具体的にどのよう

を行ったらいいのかという捜点まで、は歪ゥていない学

生が多いことを本唆している G 今後は，周囲の協力が

得られるような援助について，ロールプレーにおける

を取り入れるなど講義やi実習での学びを介

入方法の考案に繋げられるような教育方法をより一層

させる必要がある

また. [身体的投襲に関する言定的イメージ}のく

穿科部位によって霜みが違う>泣38件中 3件のみで

あったり内容は. I詣設は感覚が敏感であるJI搬の外

側の方があまり痛くないjといったものが含まれてい

た。これに関する患者への関わりについては.[SMBG 

の意義・操作技議に関する患者教育への気づき}の

く5MBGの意義に関する知識の提供>の中の f摘みが

い穿車Ij部{立を教えるjといった内告の 1件のみで

あったむ患者は日々事科部設を変えながら測定するこ

とが必要となり， また穿刺の籍みにストレスを惑とな

がら測定している場合も多いむそのため，今後は諜艇

部設や穿束1]する定!曹の状態，事事j部註への穿車Ij器具の

あてによって痛覚域龍が異なることを具体的に体験

し指みに伴う苦痛を最小限にするための諌作技葬?に

関する患者教脊への気づきを高められるような教育方

法の検討が必要で、ある。

さらに，生活や社会 に及ぼす について

[SMBGによる経済的負担への気づき}が2件挙げら

れていたが，患者への関わりについては経済的鶴面に

関する事柄は l許も挙げられていなかった。これは，

本演習前に経法的到冨に関する教育内容を焦点化しな

かったこと，実施後の記載内容は実詫によって印象に

った内容を記載するため，実施状況にゥいては具

体的に記載されているが，演習で印象にあまり残らな

かった経済的鱒面に関する考察の記載はなかったこと

が要因と思われるD 現在の憶蝶保検制度では. 5MBG 

はインスリン療法を行っている患者にのみ探険診療の

となっている(訂本糟尿粛学会編， 2006九イン

スリン非使現者で5MBGが保険診療の適応になるの

は.200床来識の病院または診嬢所で糖尿病の生活胃

潰病管瑚料を算定し血轄測定値に基づく指導を行った

l回のみ算定できる(糖尿痕ネットワーク，

2008)むこのことから.5MBGのコスト iこ関する経済

的負担;之患者の5MBG継続に関わる重要な課題で

あると考える。そのため，今後は患者が5MBGを訂

うにあたって保険診療が適応される対象なのか，保険

される場合であっても経済的鶴謝から一日

何阻までの測定なら可能であるか，さらに保険診療

が適応、きれない場合は湖定を行うことを希望するかな

ど， 5MBGのコストに関心をもち， 5MBGに関

る経済的負担を考憲した患者教育・支援に関する

さへの動機づけを高めるような講義・演習内容の工夫

が必要である

V.本研究の限界と今後の課題

本研究の結果は.学生の学びをレポートの文章で表
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現された内容のみで分析したものであり，学生の学び

の全てが表現されているとは限らない。今後は研究結

果をもとに5MBGを導入する患者への患者教育に関

する学内演習での評価方法を検討し学生の患者教育

に関する技術の習得向上を目指した養護教育のあ句方

について検討を深める必要がある。

VI.結論

生活調整を見通した患者教育の視点の観点から，

生がどのような気づきがあったかを明らかにしその

気づきから S問BG経験型学習としての演習の効果を

検討した結果，以下のことが結論として得ちれたむ

l.実施後の5MBGtこ対する主なイメージには. [身

体的提襲に関する肯定的イメージ]， [SMBGの

操作技指に関する肯定的イメージ]， [SMBGの

継続に関する否定的イメージ1. [，心理的侵襲に関

する歪定的イメージ}があったむ

2. 5MBGが生活や社会活動に及ぼす影響について

考えたことの主な気づきには者[生活調整におけ

る困難さへの気づき]， [自尊感情の低下への気づ

き]. [S悶BGによって生じる不安，ストレスへ

の気づき]， [厨聞の理解を得ることの層難さへの

気づき}があったむ

3. 今回のS抗BG経験型学習としての演習での学び

は，心理的側面における対象理解をより一層深

め，不安軽減のための心理的援助.5MBG 

操作技術に関する患者教育，患者の主体的な生活

調整を見通した患者教育，自己管理への知識の提

棋に関する患者教育の視点を与えることに効果が

あることが示唆されたっ

4. 今後は開閣の協力が得られるような援助，痛みに

伴う苦痛を最小限にするための操作技術に関する

患者教育. SはBGに関連する経済的負担を考躍し

た患者教育・支援に関する気づきへの動機づけを

高めるような教育方法の検討が必要であるD
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EFFECTS OF PRACTICING SELF-MONITORING OF BLOOD 
GLUCOSE ON NURSING STUDENTS 

-IN VIEW OF PATIENT EDUCATION FOR LIFE ADjUSTMENT-

Kumiko O~ODERA 1). J unko 1) and Chiyo MURATA 1) 

Abstract: The objective of this study was to examine the awareness among nursing students 

through practicing the self-monitoring of blood glucose (SMBG) and its effect as "'Vl'"\"'1'"',,,,n,,-.,,, 

based learning. in view of patient education at life adjustment. The subjects were 59 

third-year nursing students of University A. whose practice reports were analyzed employing 

the qualitative inductive technique. The result showed that their awareness of the influence of 

5MBG on living and social activities due to its nn' .... "T"'n impression included mainly awareness 

of: the difficulty in life adjustment; diminished 5MBG-related anxiety and stress; and 

the difficulty in gaining public awareness. Their viewpoints regarding involvement with patients 

were mostly shown as awareness of: the need of mental health support for anxiety reduction; the 

slgmncarlce of 5MBG and patient education for handling skills: support for patients' independence in 

life adjustment; and patient education for self-monitoring. Further studies on education methods will 

be required to enhance students' motivation to become aware of support with the cooperation of the 

community. patient education concerning skills to minimize pain, and consideration of the financial 

burden associated with 5MBG. 

Key words: nursing student, self-monitoring of blood glUcose. 

patient education 
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